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 平成２７年１０月１日発行 

１０月号 

発行責任者 紺野 宗作 

 ２８日の石井地区の鼓笛パレードに続き、９月３０日には二本松市の合併１０周年を記念して

市内全小学校が参加しての鼓笛パレードが開催されました。これまでの練習の成果を発揮し、み

ごとな演奏でした。これまで６年生が中心となって昼休みや放課後、一生懸命練習してきました。

伝統を引き継ぎ来年度もすばらしい石井小学校鼓笛隊を期待しています。 

 ９月１７日。避難訓練をすることを事前に子ども達に知らせず、突然、２校時の休み時間に地

震が発生し理科室で火災が発生した想定の緊急放送を流し、避難訓練を実施しました。その後、

停電し校内放送も使用できない状態となり､教師がハンドマイクで避難指示する方法で行いまし

た。 

子ども達は、休み時間だったため校舎内の様々なところにいましたが、ほとんどの子ども達は、

緊急放送をしっかり聞いて落ち着いて行動できました。地震の緊急放送があってから、近くの先

生の指示があるまで、教室にいた子ども達はしっかり机の足をつかみ下にもぐったり、廊下のハ

ンガーかけの下で身を守ったりする姿が見られました。しばらくしてから、教師のハンドマイク

により体育館への避難指示がありましたが、子ども達は落ち着いて、ハンカチを口に当てながら

（火災の煙への対応）すばやく避難することができました。しかし、課題もありました。地震の

際、自分の命を自分で守る方法については、具体的に事前に指導をしていたのですが、子どもの

中には、どうしたらよいか棒立ちになってしまう子どもおり、今後も様々な想定での避難訓練を

行い､子ども自身の危険回避能力を高めていく必要性を感じました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎朝の交通指導の時、私の方から元気よく明るく「おはようございます」と一人一人の顔を見

て声をかけるように心がけています。子ども達は、私のあいさつに元気よく返してくれますが、

とても気になる子もいます。 

○伏し目がちで、わずかに動く唇で「おはようございます」と言う子 

○なかなか声が出ずに通りすぎてしまう子 

・・・こんなあいさつを交わしたとき、その子どもが気になってしまいます。今日一日の学校生

活を元気にやれるだろうかと？ 

 しかし、毎回決まって、私より先に「おはようございます」という子もいます。そのあいさつ 

の声は明るく元気がいいです。そんなあいさつを交わしたときは､私の方が明るくなり元気をもら 

えます。あいさつを交わすことの大切さを感じるときです。 

 あいさつを交わす家庭で育った子は幸せである。あいさつをきちんと身につけた子は、どんな 

道に進んでも将来困ることはないでしょう。１人前の人間として認められ、すばらしい人生をつ 

くるための大きな財産となるからです。 

 私は、学校教育で最も大切なことは、人生をたくましく生きるための自立心を育てることだと

思っています。どんな苦しい場面であっても、自力で生き抜いていける強い人間に育ってほしい。

親の願いも同様だと思います。自立心とは、自分の頭で考え、自分一人で判断し、他人に頼らず

に、独立独歩で正しい行動を選択していく力のことです。 

 自立心を育てるために、学校では主に特別活動という領域で指導しています。学級会活動、学

級での当番活動や係活動、児童会活動などです。これらの活動の子ども同士の話し合い活動や実

践活動を通して自立心や連帯感を育てています。最も大切にしていることは、子どもの主体性で

す。子ども自身が自主的に判断して独力で行動できるように、なるべく教師が横から口を出した

り手を出したりしないことに気を付けて指導しています。しかし、このことがとても難しいので

す。子どものやることはとてもじれったく、「あれをしなさい」「これをしなさい」と指示してし

まいがちです。子どもの行動を先回りしてしまうことによって子どもの主体性を奪い、結果的に

自立心は育っていかないことになります。 

 家庭教育でも同様だと思います。親が細かく指示してやらせたり、子どもの気持ちを親が先回

りして代弁したりすることばかりが増えると、親の言葉がないと行動できない子になってしまい

ます。親まかせののんびりした子に育ちます。親は段階的に子離れをするようにしましょう。そ

うしないと、親離れできない依頼心の強い子どもになってしまいます。親離れをした子どもは、

永遠に親から離れて去って寂しくなる不安を感じる方もいるかもしれません。そんな心配は徒労

です。むしろ、自立した子どもほど、親を慕うようになりますし、親子関係が良好になっていき

ます。心配いりません。 

 子どもの自立心をどう育てていくかは、我々教育関係者にとっても大きなテーマです。石井小

学校のホームページにも「自立心」について簡単なコラムを連載していますので、どうぞご覧く

ださい。 


